和解合意書

甲と乙とは、次の通り、円満に和解合意した。

第１条（事件の特定、以下本件不貞行為という）

（１）当事者　○○及び□□

（２）交際開始時期　平成○年○月○日ころ

（３）交際終了時期　平成○年○月○日

（４）交際場所

第２条（謝罪及び損害賠償の合意、支払方法）

　　乙は、自らの軽率な行動により、甲を深く傷つけ、多大な精神的損害を生じたことを深く反省し、甲に対して謝罪する。甲は、乙の心情を汲み取り全て許す。

　　乙は、甲に生じた損害（慰謝料）を、金○○円、甲に対して賠償する。

乙は、本日、上記金員を甲に交付し、甲はこれを受領した。

第３条（面会等の禁止及び違約金）

　　乙は、二度と甲の配偶者と面会しないし、メール・電話・手紙など手段の如何を問わず連絡をしないことを約束した。約束に違反した場合は、違約金として金○○円を乙に対して即時に支払う。

第４条（秘密の保持）

　　本合意内容及び本件不貞行為は、当事者以外の第三者に一切開示しない。

第５条（清算条項）

　　甲乙間には、本合意書に定めるほか何らの債権債務が存在しないことを相互に

確認した。

第６条（専属的合意管轄裁判所）

　　甲乙は、本件不貞行為及び本合意書に関して万一紛争が生じた場合の第一審の

管轄裁判所を東京地方裁判所と定めた。

以上の通り合意が成立したので、本合意書２通を作成し、甲乙各１通を所持するこ

ととした。

平成○年○月○日

甲：住所

　　氏名

乙：住所

　　氏名

